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【研究の目的】大学病院に勤務する中堅看護師の役割ズトレスに対する組織公平性と組織風土の 
関係を明らかにし、投割ストレスの軽減およびこれに向けた看護管理に関する示唆を得る。
【方法】研究デザインは、関係探索研究である。研究對象者哆、大阪府内の大学病院に勤務する 
臨床経験満3 年以上〜1 5年未満の交代制勤務を行っている看護師で、看護管理者と非常勤看護師 
は除外した。データ収集方法は、無記名の自記式質問紙を郵送で配布、回収-した。役割ストレス 
の測定は役割ストレス認知測定尺度を用い、5 つの下位尺度、全 2 7項目について「非常にやりが 
いがある （ 7 点）」か ら 「非常に負担である （ 1点）」の 7 段階で評価した。組織公平性尺度は日 
本語版組織公平性尺度を用い、4 つの下位尺度；全 2 0 項目について、 「善くそうだ （ 5 点）」か 
ら 「ほとんどそうでない （ 1 点）」までの5 段階で評価した。病棟の組織風土は病棟の組織風土尺 
度を用い、4 つの下位尺度、全 1 4項目について「いつもそうである （ 5 点）」か ら 「まったくそ 
うでない （ 1 点）」の 5 段階で評価した。
【結果】調査対象者 1， 7 0 0名、調査票の回収は5 9 6名 （回収率42. 0 % ) で、最終有効回答は555 
名 (32. 6 % ) であった。大学病院の中堅看護師の平均年齢は29.8歳 （SD5.10 ) .で91.0%が女性、 
69.0%が未婚であった。役割ストレスを従属変数、組織公平性と組織風土、また、それぞれの各下 
位尺度を独立変数とした分析ではモデルが成立しなかった。役割ストレス認知測定尺度の各下位 
尺度を従属変数とし、*独立変数に日本語版組織公平性尺度と病棟の組織風土尺度の各下位尺度を 
投入した。その結果、役割ストレスの「組織的活動への参加•取り組み j に射し、組織公平性の手 
続き公平性 （ ¢ = 0 . 1 5 9 、p〈0 . 0 5 ) 、分配公平性 （ ¢ = 0 . 1 4 6 、pく0. 0 5 ) 、 「情報公平性」 (0 =  
0.280、p < 0 .0 5 )、 「人間関倮公平性」 （ j S = - 0.350、p <0.0001)と組織風土の「コントロール 
感」 （ jS = -  0.286、p <0.0001)、 「スタッフのモラール」 （ ¢ = - 0 .2 5 2 、p<0.0001)が関保す 
るモデルの適合度がR20.289で一番高かった。
【考察】本研究における中堅看護師は中期.キャリアへの移行期や中期キャリアの初期段階にあり、 
能力以上の役割や責任を負っていた。また、本研究の中堅看護師は、 「組織的活動への参加•瑕 
り組み」の役割ストレスが最も強く、モデルより、その負担感は、職場風土が肯定的でも、評価 
の手続きや分配の公平感の認知の低さが関連しているものであった。
【総括】大学病院に勤務ずる中堅看護師は、中期キャリアの初期段階にあり、とくに組織揺動の 
役割に負担があり、評価やそ©手続きにともなった役割付与の分配についての理解が看護管理者 
と乖離していることが示唆された。今後は適正な能力評価に基づいた役割付与を行うとともに、 
評価等における組織のシステムの周知を強化する必要があることが示唆された。
(備考） 1 . 研究の目的•方法•結果•考察•総括の順に記載すること。 （ 1， 200字程度) 
2 . ※印の欄には記入しないこと。
